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■主な内容■主な内容本を通して、さまざなことを学ぶ本を通して、さまざなことを学ぶ
　第６１回青少年読書感想文全国コンクールの高等学校の部
の課題図書である『ペンギンが教えてくれた物理のはなし』
を雄勝高等学校の教室で読書している由利美里さん。この本
では、さまざまな野生動物の生態が明らかにされています。
　静かに本を読んでいるそのまなざしからは、知識や登場す
る研究者の心情を学ぼうとしている熱意が感じられました。

　第６１回青少年読書感想文全国コンクールの高等学校の部
の課題図書である『ペンギンが教えてくれた物理のはなし』
を雄勝高等学校の教室で読書している由利美里さん。この本
では、さまざまな野生動物の生態が明らかにされています。
　静かに本を読んでいるそのまなざしからは、知識や登場す
る研究者の心情を学ぼうとしている熱意が感じられました。
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Ｐ７　平成２７年度スポーツ賞
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清
水
町
第
七
町
内
の
場
所
は
元
々
は
市

の
分
譲
地
で
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
入
居

が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
七
十
世
帯
で

し
た
。
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
現
在
は

町
内
の
統
合
も
あ
り
、
百
世
帯
、
約
二
百

人
の
人
口
で
す
。

　

二
年
前
か
ら
私
自
身
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
近
所
の
除
雪
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
し

た
。
町
内
で
も
同
じ
よ
う
な
作
業
を
し
て

い
た
人
も
い
た
の
で
、
町
内
の
会
合
で
は

「
モ
デ
ル
団
体
と
し
て
や
っ
て
み
よ
う
か
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

未
知
の
世
界
な
の
で
、
作
業
料
金
を
ど
の

よ
う
に
す
る
か
な
ど
、
皆
、
不
安
を
口
に

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
下
ろ
し
や
玄

関
前
の
除
雪
作
業
は
大
変
な
の
で
、
果
た

し
て
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。「
ま
ず

や
っ
て
み
て
、
ど
う
い
う
結
果
に
な
る
の

か
、や
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
や
っ
て
い
こ
う
」

と
基
本
的
な
意
見
は
一
致
し
ま
し
た
。

雪
処
理
の

　
　
担
い
手
と
し
て

　
　
　
　
共
助
組
織
を
支
援

　

湯
沢
市
は
豪
雪
地
帯
。
雪
が
降
り
始
め

る
と
、
雪
下
ろ
し
、
玄
関
前
の
除
雪
作
業

に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
除
雪
車

が
通
過
し
た
際
の
雪
の
塊
を
処
分
す
る
作

業
は
重
労
働
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
、

雪
処
理
の
担
い
手
が
減
少
し
、
特
に
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
は
冬
の
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
う
い
っ
た
課
題
を
解
消
す

る
た
め
に
、
地
域
が
助
け
合
う
共
助
組
織

の
醸
成
を
目
指
し
、「
地
域
雪
対
策
支
援

モ
デ
ル
事
業
」
を
展
開
。
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
団
体
は
、
羽
場
・
市
野
・
皿
小
屋

地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
、
清
水
町

第
七
町
内
会
、
岩
崎
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
の
四
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
雪
対
策
の
課
題

を
把
握
し
、
解
消
す
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

市
は
、
共
助
組
織
が
増
え
、
継
続
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
雪
に
よ
っ

て
生
ず
る
冬
の
生
活
の
支
障
解
消
に
つ
な

が
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た

「
清
水
町
第
七
町
内
会
・
雪
対
策
共
助
隊
」。

中
心
と
な
り
活
躍
し
て
い
る
菊
地
洋
一
さ

ん
を
始
め
、
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
や

高
齢
者
世
帯
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

き
く
ち
よ
う
い
ち

　

自
分
で
作
業
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
や
っ
て
も
ら
え
る
の
は
助
か
り
ま
す
。　

　

雪
下
ろ
し
の
依
頼
を
し
た
ら
、
す
ぐ
に

作
業
を
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
ま
た
、
玄

関
前
の
除
雪
は
、
毎
日
の
作
業
。
除
雪
車

が
通
過
し
た
後
の
雪
の
塊
の
除
雪
は
重
労

働
な
の
で
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
料

金
も
良
心
的
な
設
定
な
の
で
、
今
後
と
も

続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

継
続
し
て
も
ら
い
た
い
事
業
で
は
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
、

作
業
で
き
る
人
が
少
な
く
な
り
、
一
方

で
、
対
象
と
な
る
世
帯
が
増
え
て
い
く

と
思
う
の
で
、
将
来
が
心
配
で
す
。

　

雪
下
ろ
し
作
業
は
危
険
が
と
も
な
い

ま
す
。
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

安
全
に
、
気
を
付
け
て
作
業
を
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

○
雪
下
ろ
し
や
玄
関
前
の

　
　
　
　
除
雪
は
助
か
り
ま
す

○
高
齢
化
が
進
む
と…

○
雪
下
ろ
し
作
業
は
安
全
に

　

雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策
と
し
て
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
命
綱
の
着
用
は
必
要
で
す
が
、

安
全
に
作
業
す
る
た
め
に
対
象
者
の
家
の

屋
根
を
事
前
に
調
査
す
る
こ
と
も
大
切
な

作
業
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
屋
根
の
形

や
雪
止
め
の
位
置
を
確
認
し
て
お
く
だ
け

で
も
安
全
か
つ
効
率
よ
く
雪
下
ろ
し
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
情
報
を
団
体
と
行
政
が
共

有
す
る
こ
と
で
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
効

果
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

有
償
で
の
雪
下
ろ
し
作
業
で
す
が
、

安
価
な
た
め
、
高
齢
者
世
帯
に
は
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

継
続
し
て
い
く
べ
き
事
業
だ
と
思
い

ま
す
が
、
我
々
も
助
け
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
必
ず
や
っ
て
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
た
ち
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

担
い
手
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

○
雪
下
ろ
し
の

　
　
　
　
安
全
対
策
は
万
全
に

○
事
業
を
継
続
し
て
い
く

　
　
　
　
た
め
に
人
材
育
成
を

雪対策共助隊の声高齢者世帯の声 雪対策共助隊の声高齢者世帯の声

清
水
町
第
七
町
内
会

代
　
表
　
菊  

地  

洋  

一
さ
ん

高
齢
化
が
進
む
町
内
を
守
っ
て
い
き
た
い

高
齢
化
が
進
む
町
内
を
守
っ
て
い
き
た
い

玄関前の除雪作業玄関前の除雪作業

近
隣
が
互
い
に

助
け
合
っ
て
地
域
を
守
る

清
水
町
第
七
町
内
会
・
雪
対
策
共
助
隊

近
隣
が
互
い
に

助
け
合
っ
て
地
域
を
守
る

清
水
町
第
七
町
内
会
・
雪
対
策
共
助
隊

雪
下
ろ
し
作
業

見
通
し
の
悪
い

　
　
交
差
点
の
除
排
雪

雪
下
ろ
し
作
業

見
通
し
の
悪
い

　
　
交
差
点
の
除
排
雪

　

モ
デ
ル
事
業
の
要
綱
で
は
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
自
力
で
除
排
雪
す
る
こ
と
が
困
難

な
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

対
象
者
を
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
付
け
て
七

世
帯
に
絞
り
ま
し
た
。
作
業
は
、
十
人
の

メ
ン
バ
ー
の
中
で
日
程
調
整
し
、
雪
下
ろ

し
や
玄
関
前
の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

雪
下
ろ
し
は
五
人
ぐ
ら
い
集
め
て
行
い
、

玄
関
前
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
依
頼
が

あ
っ
た
四
世
帯
を
流
雪
溝
の
時
間
に
合
わ

せ
て
除
雪
。
対
象
者
の
近
所
の
人
に
作
業

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
し
て
も
ら
え

る
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
。
対
象
者
の
選
定
方
法
、
雪
下
ろ

し
な
ど
の
料
金
設
定
、
作
業
メ
ン
バ
ー
の

確
保
・
人
材
育
成
な
ど
。

　

対
象
者
が
増
え
た
場
合
は
作
業
メ
ン

バ
ー
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
足
す
る
と
作
業
自
体
が
滞
り
ま
す
。
ま

た
、
無
償
の
場
合
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

作
業
を
行
う
た
め
に
有
償
に
は
な
り
ま
す

が
、
安
い
料
金
で
行
っ
た
方
が
良
い
場
合

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業
終
了

後
、
継
続
し
て
い
く
た
め
の
課
題
を
話
し

合
い
、
来
年
に
向
け
て
新
た
な
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
町
内
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
胸
に
、
自
分
達
の
や

れ
る
範
囲
で
無
理
せ
ず
持
続
可
能
な
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　平成27年度税制改正に伴う28年度からの軽自動車税の税額の主な改正は下記のとおりです。
なお、軽自動車税の納税通知書は毎年5月上旬に、4月1日現在の納税義務者宛てに送付します。納期内に必ず納
めましょう。

　平成27年度税制改正に伴う28年度からの軽自動車税の税額の主な改正は下記のとおりです。
なお、軽自動車税の納税通知書は毎年5月上旬に、4月1日現在の納税義務者宛てに送付します。納期内に必ず納
めましょう。

　平成27年度税制改正に伴う28年度からの軽自動車税の税額の主な改正は下記のとおりです。
なお、軽自動車税の納税通知書は毎年5月上旬に、4月1日現在の納税義務者宛てに送付します。納期内に必ず納
めましょう。

　平成27年度税制改正に伴う28年度からの軽自動車税の税額の主な改正は下記のとおりです。
なお、軽自動車税の納税通知書は毎年5月上旬に、4月1日現在の納税義務者宛てに送付します。納期内に必ず納
めましょう。

平成28年度から
軽自動車税が改正されます

○問い合わせ　税務課市民税班 (☎55‒8094）へ○問い合わせ　税務課市民税班 (☎55‒8094）へ

1. 原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車など
　　4月1日現在登録されているすべての車両について、購入や登録の年月に関わらず、次のように変更されます。

原動機付自転車
一種（50 ㏄以下）

二種乙（50 ㏄超 90 ㏄以下）
二種甲（90 ㏄超 125 ㏄以下）

車　　種 27年度の税額 改正後の税額

1,000 円 2,000 円
1,200 円 2,000 円

2,400 円1,600 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円
軽二輪（125 ㏄以上 250 ㏄以下）
二輪小型自動車（250 ㏄超）

小型特殊自動車
農耕用
その他

雪上車

被けん引車

2,400 円 3,600 円
4,000 円 6,000 円

4,700 円 5,900 円
1,600 円 2,400 円

2,400 円 3,600 円
2,400 円 3,600 円

車　　種
改正後の税額

27年度
の税額 27年4月1日以降に

新規登録された車両
新規登録から13年を
経過する車両　※1

平成15年1月1日から27年3月31日
までに新規登録された車両　※2

軽三輪

四輪貨物
自家用

営業用
4,000 円 5,000 円 6,000 円

四輪乗用 自家用
営業用

3,000 円

7,200 円
5,000 円

3,800 円

10,800 円
6,900 円

3,900 円3,100 円

2．四輪車・三輪車

4,600 円

4,500 円
12,900 円
8,200 円

3,000 円
4,000 円
3,100 円

5,000 円
7,200 円

※1　平成28年度の場合は、平成14年12月31日以前に新規登録された車両。
※2　現行の税額と同じになります。

四輪乗用車（自家用）の税率例

例①平成14年8月に新規登録した車両

平成15年4月1日
（15年度課税）

平成 28 年4月1日
（28年度課税）

7,200 円 / 年 12,900 円 / 年

例②平成23年11月に新規登録した車両

平成 24 年4月1日
（24 年度課税）

平成 28 年4月1日
（平成 28 年度課税）

7,200 円 / 年 12,900 円 / 年

平成 37 年4月1日（37 年度課税）
新規登録から 13 年超が経過

12,900 円 / 年10,800 円 /年
例③平成27年6月に新規登録した車両

平成28年4月1日
（28年度課税）

平成41年4月1日（41年度課税）
新規登録から13年超が経過

湯沢市耐震改修促進計画（第2期計画）（案）に
対する意見募集

　地震による建物被害が昭和56年以前の建物に集中しており、市内の半数近くの建物がこれに該当するため、甚大な
被害が発生すると想定されています。このことを受け、市では耐震改修促進計画を平成21年3月に策定しています。
　現計画が27年度をもって計画期間終了を迎え、引き続き建築物の耐震化の促進を図る必要があることから、新たに
第2期計画を策定します。
　湯沢市耐震改修促進計画（第2期計画）（案）について、パブリックコメントを実施し、皆さんからの意見を募集します。

○名　　　　　称　湯沢市耐震改修促進計画（第2期計画）（案）
○計 画 の 概 要　①基本方針
　　　　　　　　　　地震による建物被害を防止・軽減するために、建築物の耐震化の促進を図ります
　　　　　　　　　②基本目標
　　　　　　　　　　・住宅の耐震化
　　　　　　　　　　　現状：61.5％→目標：80％
　　　　　　　　　　・市所有建築物（多数の人が利用する一定規模以上の建築物）の耐震化
　　　　　　　　　　　現状：93％→目標：100％
　　　　　　　　　③計画期間
　　　　　　　　　　平成28年度～32年度
　　　　　　　　　④施策
　　　　　　　　　　・耐震化に向けた支援策の実施
　　　　　　　　　　・想定地震、耐震化などに関する情報提供および相談窓口の充実
○閲覧・募集時期　3月1日㈫～22日㈫
○資料の閲覧場所　市役所本庁舎2階都市計画課および1階市民ロビー、市ホームページ
○提　出　方　法　意見は閲覧場所に備えてある所定の用紙に必要事項を記入し、次のいずれかの方法により
　　　　　　　　　提出してください
　　　　　　　　　①持参する場合　市役所本庁舎2階都市計画課まで持参ください
　　　　　　　　　②郵送する場合　〒012-8501 佐竹町1番1号、都市計画課建築住宅班宛て
　　　　　　　　　③電子メールの場合　toshikei@city.yuzawa.lg.jp
　　　　　　　　　　（件名欄に、「湯沢市耐震改修促進計画（第2期計画）（案）についての意見」と記入くだ
　　　　　　　　　　さい）
　　　　　　　　　④ファクスの場合　FAX72-2299
○意見の取り扱い　お寄せいただいた意見は、この計画の成案策定の参考とします。
　　　　　　　　　意見の概要とそれに対する市の考え方は、後日、広報やホームページで公表する予定です。
　　　　　　　　　いただいた意見について確認のため連絡する場合がありますので、提出の際は、必ず住所、
　　　　　　　　　氏名、電話番号などの必要事項を記入してください（氏名など個人情報の公表はしません）
○問 い 合 わ せ　都市計画課建築住宅班（☎55‒8158）へ
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栄
光
を
た
た
え
る

　

平成27年度スポーツ賞

栄
光
を
た
た
え
る

　

一
月
二
十
五
日
、
湯
沢
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、
長
年
、
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
三
人
に
有
功
賞
が
、
今
年
度
、
各
種
大
会
で
活
躍
し
た
八
人
と
一
団

体
に
栄
光
賞
、
十
九
人
と
六
団
体
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
有
功
賞
】

上
遠
野
秀
夫
さ
ん

か     

ど    

の
ひ
で   

お
（
内
舘
町
）

　長年にわたり湯沢市雄
勝郡剣道連盟監事の役職
を務め、適切な助言と有
効な提言を示され、事業
の推進に尽力されました。

【
栄
光
賞
・
個
人
】

佐
藤　

敏
子
さ
ん

  

さ   

と
う

と
し  

こ

（
寺　

沢
）

■
陸
上
競
技

菅　
　

貢

さ
ん

す
が

み
つ
ぐ

（
秋
ノ
宮
）

松
井　

優
貴
さ
ん

ま
つ   

い

ゆ
う   

き

（
深　

堀
）

■
水
泳
競
技

石
垣　

拓
海
さ
ん

い
し 

が
き

た
く  

み

（
三
梨
町
）

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

会
田　

海
都
さ
ん

あ
い   

た

か
い   

と

（
下
院
内
）

小
南　

天
耀
さ
ん

こ 

み
な
み

て
ん 

よ
う

（
皆　

瀬
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

近
野　

斗
維
さ
ん

こ
ん   

の

と
う   

い

（
駒
形
町
）

■
野
球
競
技

【
奨
励
賞
・
個
人
】

湯
沢
翔
北
高
等
学
校

   

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

■
陸
上
競
技

山
田　

瑞
稀
さ
ん

や
ま   

だ

（
駒
形
町
）

阿
部　

円
海
さ
ん

あ     

べ

ま
る   

み

（
柳　

田
）

藤
原　

拓
馬
さ
ん

ふ
じ  

わ
ら

た
く  

ま

（
秋
ノ
宮
）

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

堀
川　

佑
太
さ
ん

ほ
り  

か
わ

ゆ
う   

た

（
湯
ノ
原
）

越
後　

杏
奈
さ
ん

え
ち   

ご

（
倉　

内
）

樋
口　

凪
央
さ
ん

ひ   

ぐ
ち

な    

お

（
岡
田
町
）

■
柔
道
競
技

藤
原　

拓
斗
さ
ん
（
岡
田
町
）

柴
田　

萌
菜
さ
ん

し
ば   

た

も    

な

（
岡
田
町
）

伊
藤　

美
沙
さ
ん

い    

と
う

（
表　

町
）

奥
山　

未
麗
さ
ん

お
く 

や
ま

み    

れ
い

（
元
清
水
）

池
部　
　

香
さ
ん
（
岩　

崎
）

鈴
木　

璃
菜
さ
ん

す
ず   

き

り    

な

（
柳　

田
）

小
松　

未
歩
さ
ん

こ   

ま
つ

み    

ほ

（
杉　

沢
）

池
部　
　

栞
さ
ん

い
け  

べ

し
お
り

（
岩　

崎
）

伊
藤　

未
緒
さ
ん

い    

と
う

み     

お

（
角　

間
）

菅
原　

美
桜
さ
ん

す
が 

わ
ら

み    

お

（
赤　

土
）

【
奨
励
賞
・
団
体
】

稲
川
中
学
校
野
球
部

■
野
球
競
技

湯
沢
南
中
学
校

　
　
　
　

 

男
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　
　

 

女
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

湯
沢
南
中
学
校

　
　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

湯
沢
西
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

髙
橋　

安
雄
さ
ん

た
か 

は
し

や
す  

お
（
松　

岡
）

谷
藤　

照
男
さ
ん

た
に 

ふ
じ

て
る  

お
（
下
山
谷
）

　湯沢市体育協会理事、
湯沢山岳会の副会長、湯
沢市体育指導委員連絡協
議会長を務め、市のスポー
ツ振興に尽力されました。

　秋田県スキー連盟役員
として県内外のスキー教
育事業に貢献。スキー大
会運営に協力するなど選
手育成に尽力されました。

【
栄
光
賞
・
団
体
】

柴
田　

大
樹
さ
ん

し
ば   

た

ひ
ろ   

き

（
小　

野
）

み
ず  

き

あ
ん  

な

み     

さ

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　
　

 

男
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

■
少
林
寺
拳
法

沼
倉　

未
磨
さ
ん

ぬ
ま 
く
ら

み    

ま

（
杉　

沢
）

さ
ん

さ　
　
　

さ　
　
　

き
り
く   

し

（
前　

森
）

杜　
　

悠
凪
さ
ん

も
り

ゆ
う   

な

（
千
石
町
）

　

参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助

金
事
業
は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
自
主
的
、

主
体
的
に
企
画
、
実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を

市
が
補
助
す
る
こ
と
で
、
個
性
豊
か
な
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
主
体
で
進
め
て
い
く

た
め
の「
新
た
な
公
共
の
仕
組
み
づ
く
り
」

の
構
築
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

評
価
市
民
会
議
委
員
は
、
市
民
活
動
団
体

な
ど
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
事
業
計
画
な
ど
を

審
査
し
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
出
席
し
て
も
ら
い
、
事
業
内
容
の
評
価
を

行
い
ま
す
。

【
応
募
要
件
】

参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
提
案
型
補
助
金
事
業

　
　
　
　
　
　
評
価
市
民
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

参加・協働のまちづくり
　　　　　　　　　　～市民の皆さんの知恵をまちづくりに～

▲平成27年2月28日開催「まちづくり補助金事業活動報告会」

▲湯沢市体育協会スポーツ賞授与式の様子

参加・協働のまちづくり
　　　　　　　　　　～市民の皆さんの知恵をまちづくりに～

○
応
募
資
格

　

次
の
各
号
全
て
に
該
当
す
る
人

　

①
地
域
づ
く
り
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
事

　
　

業
の
評
価
に
公
平
・
公
正
な
判
断
が
で

　
　

き
る
人

　

②
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人（
平
成
28

　
　

年
4
月
1
日
現
在
）

　

③
提
案
型
補
助
金
事
業
に
応
募
す
る
予
定

　
　

の
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
人

　

④
市
が
設
置
し
た
審
議
会
、
委
員
会
、
協

　
　

議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
人

　

⑤
市
職
員
お
よ
び
市
議
会
議
員
で
な
い
人

○
募
集
人
数　

2
人
以
内（
応
募
者
多
数
の

　

場
合
は
、
選
考
に
な
り
ま
す
）

○
任
　
期　
4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日

○
報
　
酬　

1
回
五
千
円（
1
年
度
内
に
5
回

　

程
度
を
予
定
）

○
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

○
申
し
込
み
締
め
切
り　

3
月
18
日（
金
）

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
市
民
協

　

働
班（
☎
55
8
0
3
3
、Ｆ
Ａ
Ｘ
72
9
6
1
1
）

※

申
込
用
紙
は
く
ら
し
の
相
談
課
窓
口
に
て

交
付
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

か
お
り

い
け   

べ

た
く  

と

ふ
じ  

わ
ら

▲平成27年度の公開プレゼンテーション

佐
々
木
陸
志
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食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
　

在
、
市
に
は
百
十
九
人
の
食
生
活

　
　
　

改
善
推
進
員
が
い
ま
す
。

　

愛
称
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
。
会
の
正
式
名

は
「
湯
沢
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
」

と
い
い
、各
地
域
に
支
部
が
あ
り
ま
す（
湯

沢
支
部
＝
三
十
七
人
、
稲
川
支
部
＝
五
十

六
人
、
雄
勝
支
部
＝
十
二
人
、
皆
瀬
支
部

＝
十
四
人
）。

　

活
動
の
基
本
と
し
て
、「
行
政
機
関
の

行
う
事
業
・
行
事
へ
の
参
画
」「
住
民
や

他
団
体
と
の
協
働
」
を
二
本
柱
に
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）
に
な
る
た
め
に
は
、
養
成
講
座

で
二
十
時
間
の
研
修
が
必
要
で
す
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
無
理
な
く
一
年

で
取
得
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限　

3
月
31
日
㈭

※

年
度
途
中
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
要

相
談
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生
班
（
☎
73
2
1
2
4
）
へ

▲湯沢市食生活改善推進員養成講座開校式 ▲ドイツ訪問団日本食調理体験事業（湯沢支部）

【
具
体
的
活
動
】

①
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
各
種

　

講
習
会
・
学
童
小
学
生
の
食
育
教

　

室
・
親
子
の
料
理
教
室
・
減
塩
料

　

理
講
習
会
・
高
齢
者
の
料
理
教
室
・

　

男
性
の
料
理
教
室
な
ど

②
食
生
活
や
健
康
に
関
す
る
調
査

③
郷
土
料
理
の
収
集
や
伝
承

④
市
町
村
が
行
な
う
健
康
事
業
へ
の

　

協
力

　

元
気
ア
ッ
プ
教
室
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
体
づ
く
り
を
目
的

に
行
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
八
年

間
で
延
べ
二
百
七
十
五
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
転
倒

予
防
や
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で
自
宅
で
も

取
り
組
め
る
よ
う
な
運
動
、
口
腔
体
操
、
脳

ト
レ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
体
全
体
が
軽
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
」「
足
腰
の
動
作
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
」「
筋
力
が
つ
い
た
気
が

す
る
」「
み
ん
な
で
楽
し
く
運
動
で
き
て
気

分
爽
快
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
げ
ら
れ
、

心
身
共
に
教
室
の
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
】

　

二
十
七
年
度
ま
で
年
一
回
の
開
催
で
し
た

が
二
十
八
年
度
は
年
二
回
、
教
室
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
回
目（
春
期
）は
、

四
月
初
旬
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
三
関
地

区
セ
ン
タ
ー
、
二
回
目
（
秋
期
）
は
十
一
月

初
旬
か
ら
十
二
月
下
旬
に
か
け
て
湯
沢
市
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
岩
崎
地
区
）

で
開
催
し
ま
す
。

　

春
期
・
秋
期
そ
れ
ぞ
れ
の
回
で
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
が
、
今
回
は
、
四
月
開
催
の
教

室
（
春
期
）
の
参
加
者
の
募
集
で
す
。
十
一

月
開
催
の
教
室
は
十
月
一
日
号
の
広
報
で
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
春
期
の
教
室
に
参
加
す
る
人
は
秋

期
の
教
室
に
は
原
則
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

○
と
　
き　

4
月
5
日
㈫
〜
5
月
24
日
㈫
／

　

週
2
回
（
全
13
回
）

※

曜
日
は
不
定
期
で
す
の
で
、
詳
し
い
日
程

は
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

三
関
地
区
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素

　

運
動
、
口
腔
体
操
、
脳
ト
レ
、
運
動
機
能

　

測
定
な
ど

○
講
　
師　

三
浦
敬
樹
さ
ん
（
健
康
運
動
指

　

導
士
）

○
対
　
象　

市
内
在
住
の
介
護
認
定
を
受
け

　

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
で
、
全
13
回
継

　

続
し
て
参
加
で
き
る
人
（
27
年
度
の
参
加

　

者
は
除
く
）

※

持
病
の
あ
る
人
は
主
治
医
の
了
解
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
六
カ
月
以
内
に
心
臓
発

作
・
脳
卒
中
を
起
こ
し
て
い
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

○
定
　
員　

15
人
（
先
着
順
）

○
申
込
期
間　

3
月
7
日
㈪
〜
10
日
㈭

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課

　

保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

平
成
28
年
度

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
　
　
　
参
加
者
募
集

○
申
込
期
間

月

㈪

1

㈭

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
対
策

保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

こ
うみ

う
ら
け
い
き

おお　た　　　すなお

太田　直　　監督 (36)

秋田商業高等学校硬式野球部

優秀指導者賞受賞
県野球協会

　

県
野
球
協
会
が
二
十
七
年
度
に
新
設

し
た
「
優
秀
指
導
者
賞
」
の
初
の
受
賞

者
に
秋
田
商
業
高
等
学
校
硬
式
野
球
部

の
太
田
直
監
督
（
湯
沢
市
雄
勝
地
域
出

身
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
賞
は
、
全

国
大
会
で
上
位
の
成
績
を
収
め
た
チ
ー

ム
の
指
導
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
夏
の
甲
子
園
で
秋
田
商
業
高
等

学
校
硬
式
野
球
部
は
、
八
十
年
ぶ
り
の

八
強
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
受
賞
に

つ
い
て
「
選
手
た
ち
と
話
し
合
い
を
し

な
が
ら
任
せ
る
と
こ
ろ
は
任
せ
て
い
ま

す
。
今
回
の
受
賞
は
、
頑
張
っ
て
く
れ

た
選
手
た
ち
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

組
織
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

一
方
的
に
指
示
を
出
し
て
従
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
自
主
性
を
尊
重
し
、
自
分

の
意
見
を
言
い
合
え
る
関
係
を
築
き
た

い
と
思
い
「
最
近
で
は
年
の
差
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
腹
を
割
っ
て

話
し
合
う
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
練
習
に
励
む
選
手
た
ち
を
温
か
い
目

で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
き
た
三
年
生

が
抜
け
て
の
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
が

「
今
年
の
一
・
二
年
生
も
実
力
の
あ
る
選

手
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
期
待
し
て
く

だ
さ
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

次
に
目
指
す
の
は
、
四
強
以
上
に
進
出

す
る
こ
と
。「
こ
こ
で
終
わ
ら
せ
た
く
な

い
。
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
見

せ
た
い
」
と
力

強
く
語
る
太
田

監
督
と
野
球
部

の
今
後
の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。

ＴＯＰＩＣＳ トピックス

健康づくりのため
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院
内
銀
山
ゆ
か
り
の
も
の
や
、
古
く
か

ら
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
お

ひ
な
さ
ま
を
展
示
し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
1
日
㈫
〜
4
月
10
日
㈰

／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

※
毎
週
月
曜
日
休
館
。
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
火
曜
日
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

院
内
銀
山
異
人
館

◯
入
館
料　

無
料（
常
設
展
示
室
は
有
料
）

◯
問
い
合
わ
せ　

院
内
銀
山
異
人
館
（
☎

52
5
1
4
3
）
へ

　

野
菜
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
「
自
然
と

の
共
生
」
に
い
ま
一
度
立
ち
返
り
、「
土

を
触
る
喜
び
」「
野
菜
を
作
る
楽
し
さ
」「
お

い
し
い
野
菜
の
提
供（
販
売
）」
を
考
え
る

機
会
と
し
て
、
湯
沢
市
出
身
の
県
内
外
で

活
躍
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
4
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
／
午
後
1
時
か
ら
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
講　

師　

①
藤ふ

じ

田た

智さ
と
し

さ
ん
（
恵
泉
女
学

園
大
学
人
間
社
会
学
部
人
間
社
会
学
科

教
授
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
趣
味
の
園
芸
」
講
師
）

②
た
な
か
の
り
こ
さ
ん
（
株
式
会
社
ワ

ン
ダ
ー
マ
ー
ト
代
表
取
締
役
）

◯
対　

象　

市
内
で
農
産
物
直
売
所
や
農

産
物
の
加
工
を
行
っ
て
い
る
人
、
市
内

農
家
、
農
業
に
関
心
の
あ
る
人

◯
参
加
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農

業
振
興
班
（
☎
72
0
6
3
1
）
へ

　

介
護
保
険
や
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
5
日
㈯
午
後
2
時
〜
4

時
／
午
後
1
時
30
分
開
場

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
講　

師　

川か
わ

名な

佐さ

貴き

子こ

さ
ん
（
株
式
会

社
環
境
新
聞
社
「
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
編
集
長
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78

2
3
1
1
）
へ

　

図
書
館
を
活
用
し
た
一
般
公
開
講
座
で

す
。
普
段
、
図
書
館
を
利
用
し
て
い
な
い

人
も
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

3
月
16
日
㈬
午
後
2
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
図
書
館

◯
講　

師　

三み

ツつ

本も
と

浩ひ
ろ
あ
き章
さ
ん
、
柴し

ば

田た

祐ゆ
う

希き

さ
ん
（
秋
田
県
薬
剤
師
会
会
員
）

◯
定　

員　

40
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
図
書

館
（
☎
73
3
0
4
0
）
へ

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

悩
み
を
誰
か
に
相
談
し
た
り
、
助
け
を

求
め
た
り
す
る
の
は
弱
い
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
軽
く
な

り
、
自
分
で
は
気
付
か
な
い
解
決
方
法
が

見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
も
う

限
界
だ
」
と
思
う
前
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

家
族
や
友
人
、
周
り
の
人
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

3
月
17
日
㈭
／
①
午
前
10
時

〜
正
午
②
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2

階
第
2
集
会
室

◯
相
談
員　

橋は
し
も
と本

ま
り
子
さ
ん
（
臨
床
心

　

理
士
）

◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

　

施
設
の
閉
館
に
よ
り
、
不
用
と
な
っ
た

物
品
を
入
札
に
よ
り
お
譲
り
し
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
20
日
㈰
／
午
前
9
時
30

分
受
け
付
け
開
始
、
11
時
入
札
終
了

◯
と
こ
ろ　

地
域
産
品
共
同
創
作
館
（
高

松
字
下
新
田
28
―
1
）

◯
参
加
資
格　

入
札
当
日
中
に
現
金
で
の

支
払
い
が
可
能
で
、
当
日
ま
た
は
予
備

日
に
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
購
入
物
品

を
搬
出
で
き
る
人

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
地
森
林
整
備

班
（
☎
78
1
1
7
2
）
へ

雄
勝
の
お
ひ
な
さ
ま
展

野
菜
で
元
気
に
!

「
ヤ
サ
イ
づ
く
り
の
ス
ス
メ
」

講
座
開
催

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.03.01
11

2016.03.01
10

湯
沢
市
成
年
後
見

セ
ミ
ナ
ー
開
催

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

図
書
館
講
座

「
正
し
い
薬
の
飲
み
方
・

使
い
方
」

物
品
売
り
払
い
を開

催
し
ま
す

　

郷
土
学
習
資
料
展
示
施
設
（
高
松
地
区

セ
ン
タ
ー
二
階
）
の
改
修
工
事
に
伴
う
休

館
期
間
に
つ
い
て
、
三
月
三
十
一
日
㈭
ま

で
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
酒
造
用
具
や
地
熱
、
ジ
オ
パ
ー

ク
関
連
の
展
示
室
を
増
や
し
、
四
月
一
日

㈮
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
市
民
を
対

象
と
し
た
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
湯
沢
会
場
】

・
と　

き　

4
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週

水
曜
日
／
午
前
10
時
〜
正
午

・
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

33
・
34

【
雄
勝
会
場
】

・
と　

き　

5
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
／
午
後
7
時
〜
9
時

・
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

※
各
会
場
と
も
八
月
は
休
講
し
ま
す
。

◯
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

◯
申
し
込
み　

4
月
4
日
㈪
ま
で
、
左
記

ま
た
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

年
度
末
、
秋
田
運
輸
支
局
の
自
動
車
検

査
・
登
録
窓
口
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

特
に
三
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税

基
準
日
（
四
月
一
日
）
前
に
名
義
変
更
や

抹
消
登
録
手
続
き
を
行
う
人
に
よ
る
駆
け

込
み
申
請
お
よ
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ

り
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

自
動
車
の
諸
手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸

　

支
局
（
☎
0
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0

 

1
2
）
へ

◯
受
験
資
格　

①
昭
和
61
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
②

平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、

29
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み

の
人
（
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
た
人
も
可
）

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

4
月
1

日
㈮
〜
13
日
㈬

◯
郵
送
、
持
参
受
付
期
間　

4
月
1
日
㈮

〜
4
日
㈪

◯
第
1
次
試
験
日　

5
月
29
日
㈰

◯
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
（
☎
0
2
2
―
2
6
3

―
1
1
1
1
内
線
3
2
3
6
）
へ

　

海
外
旅
行
者
や
出
張
者
な
ど「
在
留
届
」

提
出
義
務
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
三
カ

月
未
満
の
短
期
渡
航
者
に
は
、
外
務
省
海

外
旅
行
登
録
「
た
び
レ
ジ
」
へ
の
現
地
で

の
滞
在
情
報
の
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
在
外
公
館
か
ら
緊
急
一
斉
通
報
に

よ
る
メ
ー
ル
な
ど
安
全
に
関
す
る
情
報
が

受
け
取
れ
る
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
時

の
安
否
確
認
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

◯
登
録
方
法　

外
務
省
海
外
旅
行
登
録

「
た
び
レ
ジ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:

　

//w
w
w
.ezairyu.m

ofa.go.jp/tabire

　

g/

）
か
ら
登
録
く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ　

外
務
省
領
事
局
政
策
課

（
☎
0
3
―
5
5
0
1
―
8
1
5
2
）へ

◯
と　

き　

3
月
5
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
第
1
研
修
室

◯
相
談
内
容　

土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地

目
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
築
・
滅
失

な
ど
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
土
地
の
境

界
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
湯
沢
支
部
（
☎
72
4
8
8
5
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
13
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班（
☎
73
3
1
5
1
）へ

郷
土
学
習
資
料
展
示
施
設

休
館
期
間
延
長

の
お
知
ら
せ

湯
沢
市
日
本
語
教
室

平
成
28
年
度
受
講
生
募
集

海
外
に
お
け
る
安
全
対
策

に
つ
い
て

平
成
28
年
度
国
家
公
務
員

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

土
地
家
屋
調
査
士無

料
相
談
会

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

お
早
め
に

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



【
金
属
加
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
】

・
定　

員　

15
人

◯
と　

き　

5
月
10
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈪

／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
23
日

㈬
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
訓

　

練
課
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7

 

8
）
へ

◯
と　

き　

3
月
10
日
㈭
〜
14
日
㈪
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
14
日
は
午
後
4

時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
山
岳
会
事
務
局
加

藤
（
☎
0
9
0
―
3
1
2
0
―
2
4
8

 

2
）
へ

◯
と　

き　

3
月
13
日
㈰
午
前
8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
対　

象　

市
内
中
学
校
・
高
等
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
市
内
で
活
動
す
る
一

般
チ
ー
ム

◯
参
加
料　

一
チ
ー
ム
二
千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
8
日

㈫
ま
で
、
参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、

湯
沢
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
石
成
（
☎

0
9
0
―
7
3
3
9
―
1
9
0
1
）
へ

　

当
日
会
場
に
て
、
と
ん
汁
無
料
サ
ー
ビ

ス
と
幼
児
先
着
五
十
人
へ
の
ダ
イ
ヤ
凧
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
20
日
㈰
午
前
9
時
30
分

（
午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

◯
と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前
広

場
（
雨
天
の
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣

の
健
康
ド
ー
ム
内
で
開
催
）

◯
参
加
料　

無
料

※
参
加
者
全
員
に
「
参
加
賞
」
を
差
し
上

げ
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
凧
同
好
会
事
務

局
和
田
（
ま
る
ご
と
売
る
課
観
光
物
産

班
内
☎
55
8
1
8
0
）
へ

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
、
国
際

理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◯
募
集
期
限　

3
月
31
日
㈭

◯
実
施
時
期　

4
月
1
日
㈮
〜
平
成
29
年

3
月
31
日
㈮

◯
助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
総
額
の
う

ち
上
限
八
万
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団

法
人
秋
田
県
国
際
交
流
協
会
（
☎
0
1

 

8
―
8
9
3
―
5
4
9
9
）
へ

　

概
要
説
明
、
体
験
談
発
表
、
応
募
相
談
、

質
疑
応
答
、
応
募
資
料
の
配
布
な
ど
を
行

い
ま
す
。
地
元
出
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経

験
者
の
体
験
談
も
聞
け
ま
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

4
月
9
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ
4
階

研
修
室
1
・
2
（
秋
田
市
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
（
☎
0

 

2
2
―
2
2
3
―
4
7
7
2
）
へ

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

市
民
総
体
第
28
回
湯
沢
市

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総
合
選
手
権
大
会

第
59
回
湯
沢
市
凧た
こ

あ
げ
大
会

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金

募
集（
第
１
期
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
６
年
度
春
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

第
二
回
山
の
写
真
展

■ヒトパピローマウイルス（子宮頸がん予防）
ワクチンの接種について

　厚生労働省からの通知を受けて平成25年6月14
日から積極的な接種勧奨を差し控えているヒトパ
ピローマウイルスワクチンについて、接種後から
何らかの体調の変化が続いている人は、かかりつ
けの医療機関または健康対策課へ相談ください。

■予防接種に係る医薬品副作用被害救済制度の
請求期限について

　平成25年3月31日までに、市の助成により、ヒ
トパピローマウイルス（子宮頸がん予防）ワクチ
ン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌接種を受けた
人で、接種後に何らかの体調の変化が生じ医療機
関を受診された人は、接種との関連性が認められ
ると医療費などが支給される場合があります。支
給対象となるのは、請求した日からさかのぼって
5年以内に受けた医療に限られますので、心当た
りのある人は早めに相談ください。

○問い合わせ
　健康対策課予防衛生班（☎73-2124）へ

予防接種について予防接種について予防接種について
けい

けい

2016.03.01
12

2016.03.01
13

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

～第12回誰も自殺に追い込まれる
　　　ことのない社会を目指して～
～第12回誰も自殺に追い込まれる
　　　ことのない社会を目指して～

○
自
殺
は
・
・
・

　
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
で
は
な
く
、
悩
み
を
き
っ
か
け
に

問
題
が
複
雑
化
し
、
心
理
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
自
殺
以
外
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ

な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
、い
わ
ば
「
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
、
一
つ
で
は
な
く
、
こ

こ
ろ
の
悩
み
（
う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
、
統
合
失
調
症
）
や
暮
ら
し
の
悩
み

（
多
重
債
務
、
生
活
苦
、
家
庭
不
和
、
身

体
の
病
気
）、
そ
れ
に
社
会
的
な
問
題
（
失

業
、
過
労
、
介
護
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
い
じ
め
、
差
別
な
ど
）

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

○
人
と
の
つ
な
が
り
　

　
こ
こ
ろ
の
不
調
に
早
期
に
気
付
き
、
早

期
に
治
療
に
結
び
つ
け
れ
ば
、
早
期
に
回

復
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
話
す
相
手
は
い
ま
す
か
？

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
一
人
で

悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
誰
か
に
話

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
お
互
い

さ
ま
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
も
し
も
誰
か

が
あ
な
た
に
悩
み
を
打
ち
明
け
た
時
は
、

温
か
い
気
持
ち
で
接
し
て
く
だ
さ
い
。
日

頃
か
ら
気
軽
に
助
け
合
え
る
人
間
関
係
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る

　
傾
聴
と
は
、
本
人
の
言
い
た
い
こ
と
や

悩
み
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
じ
っ
く

り
と
耳
を
傾
け
ま
す
。
助
言
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
う
な
ず
く
だ
け
で
も
良
い
の
で

す
。「
あ
な
た
は
決
し
て
一
人
で
は
な
い
」

こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　○
大
切
な
い
の
ち
の
支
え
合
い

　
い
ま
、
日
本
で
は
社
会
全
体
で
い
の
ち

を
支
え
、
生
き
る
支
援
を
す
る
仕
組
み
作

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
連
携
を
高
め
て
築

い
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
は
、
市

民
一
人
一
人
の
手
も
必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
手
と
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、
大
切
な
い

の
ち
を
支
え
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
ち
を
支
え
合
っ

○
3
月
9
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○
　
　
16
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
4
月
6
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
　
　
12
日
（
火
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○
　
　
20
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

ホット
スマイル

子どもたちが毎日笑顔で楽しく過ごせるよう日々勉強しています
「市内の幼稚園で働いている」

伊藤　優貴さん
Yu k i　 I t oフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.76

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
現
在
は
、
四
歳
児
ク
ラ
ス
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
子
ど
も
の
頃
か
ら
小
さ
い
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
こ

と
が
好
き
で
、
自
然
と
保
育
の
道
に
進
も
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
絵
を
描
い
た
り
、
物
作
り
を
し
た
り

す
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
好
き
な
事
が
生
か
せ
る

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
、こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
雄
勝
地
域
の
吹
奏
楽
愛
好
会
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
は
三
月
二
十
六
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
練
習

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ

イ
ブ
に
行
く
の
も
楽
し
み
で
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
小
さ
な
相
談
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
た
り
、
一
緒
に
解
決
策
を
考
え
て
く
れ
た
り
す

る
頼
り
に
な
る
先
輩
た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
こ
れ
か
ら
も
湯
沢
市
で
働
く
か
た
が
た
の
助
け
に

な
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
笑
顔

で
「
幼
稚
園
、
楽
し
い
」
と
思
い
な
が
ら
過
ご
せ

る
よ
う
、
丁
寧
な
仕
事
を
心
掛
け
た
い
で
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
様
子
や
場
面
な
ど
に
よ
っ
て
、

言
葉
掛
け
の
仕
方
や
援
助
の
方
法
が
違
っ
て
き
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
「
楽
し
い
な
」

と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る
よ
う
考
え
る
と
こ
ろ

が
大
変
で
、
日
々
勉
強
中
で
す
。
「
ゆ
う
き
先
生
」

と
名
前
を
元
気
に
呼
ん
で
く
れ
る
と
き
に
、
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

A



291,800

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

１月分

合　　　計 28

3 45,000弔 慰 金 等

0 0協　賛　金

00祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典、生花代

湯沢商工会議所新年祝賀会懇親会ほか

贈答用りんご代ほか 3 93,800接　　　遇

22 153,000会　　　費

市長日誌（１月）

交際費報告

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

4日（月） 消防職員通常点検、市長年頭あいさつ、湯沢市交通指
導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式、秋田銘醸株式会
社新年会

5日（火） 百歳長寿祝い、平成28年湯沢市消防出初式
6日（水） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会ほか要望

会、北日本索道株式会社新年会
7日（木） 第5回年明けうどん、秋田仏壇協議会新年祝賀会

25日（月） 湯沢市体育協会スポーツ賞授与式・祝賀会・新年会
26日（火） 第8回Ｂ＆Ｇ全国サミット（東京都）
27日（水） 平成27年度湯沢市農業再生協議会臨時総会、秋田県稲

庭うどん協同組合新年祝賀会
28日（木） 定例記者会見、湯沢記者会送別会

8日（金） 湯沢商工会議所新年祝賀会
12日（火） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会

（東京都）
13日（水） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会要望会

（宮城県仙台市）、内外情勢調査会・1月支部懇談会・
賀詞交換会（秋田市）

14日（木） 第5回湯沢市行財改革推進計画策定委員会
15日（金） ＦＭ秋田出演（秋田市）、湯沢地区行政員連絡会新春懇

話会、秋田県漆器工業協同組合新年会
16日（土） 立切試合基立選手の激励会
17日（日） 奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪　第37回3時間

立切試合並びに第17回女子の部2時間立切試合
18日（月） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会（東京都）、平成

28年在京秋田県人新春交歓会（同）
19日（火） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会（東京都）、三郷

市表敬訪問（埼玉県三郷市）、秋田県・県内市町村と首
都圏企業との懇談会（東京都）

20日（水） 第22回わくわく農業活性交流会
22日（金） 四商店街・日専連　合同新年祝賀会
23日（土） 湯沢市横堀交流センター開所式典・横堀地域づくり協

議会ソロプチミスト日本財団 「社会ボランティア賞」
受賞祝賀会

24日（日） 由利幸男氏叙勲受章祝賀会
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三
月
弥
生
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
か
っ
た
雪
国
の
冬
も
よ
う
や
く
過
ぎ
、
い
よ

い
よ
春
で
す
。
日
増
し
に
太
陽
の
暖
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
寒
さ
に
震
え
た
者
で
な
け
れ
ば
、
太
陽
の
暖
か
さ
が
解
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ

ま
す
し
、「
お
腹
を
空
か
し
た
時
こ
そ
、
食
べ
物
の
美
味
し
さ
が
解
り
、
大
事
な

人
を
亡
く
し
て
、
そ
の
有
り
難
さ
を
知
る
。」
こ
と
も
事
実
で
す
。
春
は
雪
国
に

住
む
者
に
と
っ
て
は
格
別
の
喜
び
で
す
。

　

普
段
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
実
は
有
り
難
い
こ
と
で
、
気
が

付
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
太
陽
も
、
空
気
も
、
水
も
、
命
も
、
先

祖
も
、
皆
有
り
難
し
で
す
。
私
た
ち
は
お
か
げ
さ
ま
で
、
生
か
さ
れ
て
お
り
、
思

わ
ず
感
謝
し
た
く
な
り
ま
す
。

　

春
は
ま
た
、
受
験
の
季
節
、
卒
業
の
季
節
、
旅
立
ち
の
季
節
、
別
れ
の
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
今
春
の
卒
業
予
定
者
は
、
市
内
高
校
が
五
百
二
十
五
人
、
中
学
校

が
三
百
九
十
人
、
小
学
校
が
三
百
五
十
八
人
で
す
。
友
達
や
先
生
、
そ
し
て
学
舎

で
の
思
い
出
を
胸
に
し
た
卒
業
式
は
、
感
動
的
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
新
た
な

ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
夢
と
希
望
を
持
っ
て
力
強
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

有
史
以
来
日
本
の
季
節
は
春
夏
秋
冬
と
大
き
く
変
化
し
、
厳
し
い
冬
も
あ
れ
ば

春
も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
心
と
体
を
鍛
え
、
厳
し
い
現
実
に
負
け
ず

次
の
時
代
を
担
う
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
優
し
く
無
け
れ
ば
人
間
で
は
な
く
、
優
し
い
だ
け
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。」

昔
の
冬
は
、
も
っ
と
も
っ
と
不
便
で
生
活
も
大
変
だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
私
た
ち

の
先
祖
は
、
本
当
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
き
た
も
の
で
す
。
現
代
も
生
き
て

行
く
の
は
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
さ
に
慣
れ
て
、
と
か
く
軟

弱
に
な
り
勝
ち
で
す
が
、
何
時
の
時
代
も
心
身
は
自
ら
の
心
掛
け
で
鍛
練
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
雪
国
の
春
で
す
。
春
は
気
持
ち
も
張
る
季
節
、
天
地

に
陽
気
満
ち
る
時
で
す
。
万
物
生
命
が
躍
動
す
る
春
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

春
を
満
喫
し
、
心
身
と
も
に
日
々
明
る
く
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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一
月
十
七
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
フ
ェ
ア
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
ブ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。当
日
、広
い
会
場
内
に
並
ん
だ
ブ
ー

ス
数
は
全
体
で
約
四
百
！
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

が
集
ま
っ
た
そ
の
様
子
は
、
さ
な
が
ら
お
祭

り
の
よ
う
で
し
た
。
湯
沢
市
ブ
ー
ス
が
他
に

埋
も
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
吹
き
出
し

型
の
呼
び
掛
け
展
示
で
臨
み
ま
し
た
が
、
果

た
し
て
結
果
は
い
か
に
？！

　

活
動
期
間
も
三
年
目
に
入
っ
た
今
、
こ
の

日
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
か
た
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
湯
沢
市
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
か
た
と
ご
縁
が
繋
つ
な
が
っ
て
、
短
い
時

間
で
も
一
緒
に
活
動
を
広
げ
て
い
け
た
ら
、

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
（
荻
原
）。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
秋
田
大
学
教
育
文
化

学
部
の
三
年
生
が
受
講
す
る
地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
で
、
皆
瀬
の
市
野
地
区
を
中

心
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
実
地
調
査
）
を

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
年
ほ
ど
前
か
ら
、
秋
田
大
学
の
先
生
に

は
湯
沢
の
地
域
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
の

で
、話
が
ま
と
ま
っ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

五
月
以
降
、
何
回
か
来
て
く
れ
る
の
で
、
私

も
で
き
る
範
囲
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
で

す
。
他
に
も
紹
介
の
機
会
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
、「
調
査
な
ど
受
け
入
れ
て
も
よ

い
よ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
（
岩
間
）。

　

二
月
二
日
に
湯
沢
東
小
学
校
で
し
ん
粉
細

工
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
旧
湯
沢
東
小
学
校
の
と
き
か
ら
行
わ
れ
て

い
て
、
犬
っ
こ
ま
つ
り
に
来
る
観
光
客
へ
の

お
も
て
な
し
と
し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
作
っ

て
い
ま
す
。

　

午
前
は
五
年
生
が
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
「
生

地
作
り
」「
小
分
け
作
り
」
の
準
備
作
業
を

行
い
、
午
後
に
な
る
と
二
・
四
・
五
年
生
は
、

し
ん
粉
細
工
職
人
の
佐
藤
雅
三
さ
ん
の
実
演

を
見
て
学
び
、
犬
っ
こ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
最
初
は
難
し
く
て
な
か
な
か
作
業
が
進

ま
な
い
子
ど
も
た
ち
も
、
ア
イ
デ
ア
や
コ
ツ

を
つ
か
む
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
な
が
ら

真
剣
な
表
情
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

雅
三
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

は
す
ご
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら
見
守
っ
て
い

る
」
と
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
ん
粉
細
工
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
観

光
客
に
「
湯
沢
っ
て
い
い
な
」
と
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
願
い
を
込
め
た
犬
っ
こ
が
観
光

客
の
手
元
に
届
く
の
を
楽
し
み
に
思
い
な
が

ら
参
加
し
ま
し
た
（
増
永
）。

小
町
隊
活
動
日
記

J
O
IN
 

移
住
・
交
流
＆
地
域
お
こ
し

フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
！

◆出前講座の申し込み
　生涯学習課社会教育文化班（☎73-2163）へ

出前講座開催中！
　自然・食べ物・文化など湯沢には魅力がいっ
ぱいです。小町隊は、「見つめてみよう、湯沢
の魅力」と題した出前講座を行っています。
　小町隊と一緒に湯沢の良さを再発見してみま
せんか。

○問い合わせ
　地域おこし協力隊（市まるごと売る
　課内☎73‒2111内線364）へ

大
学
生
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
！

湯
沢
の
思
い
を
込
め
た

　
　
　
　
　

し
ん
粉
細
工
作
り

さ
と
う
ま
さ
ぞ
う
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ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン
）
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
皆
瀬
の
ジ
オ
モ
ン

「
ダ
ム
ダ
ダ
ー
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ―

ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

第10回◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先　

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内

　

☎
55
8
1
9
5
、　　geopark@

city.

　

yuzaw
a.lg.jp

）
へ

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
受
験
者
募
集
中
！

ゆざわハッピーナビ（ライフイベントサポートブック）の配布
　市では、結婚、妊娠、出産、育児というライフイベントについて、行政、企業、地域および市民が一体
となって切れ目ないサポートをするまちづくりに取り組んでいます。
　その取り組みの一つとして、結婚から妊娠、出産、子育てをしていく上で、分からないこと、困ったこ
とがあった際に、すぐに必要な情報を見つけられるよう「ひとめでわかる！ゆざわハッピーナビ～ライフ
イベントサポートブック～」を作成しました。
　市内で暮らす若者から子育て世代、さらにその親世代や地域の皆さんが一体となってサポートできるよ
う各家庭に配布します。ぜひ活用ください。

　

市
の
第
二
次
男
女
共
同
参
画
計
画
が
二
十
七

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
第
三
次

計
画
（
平
成
ニ
十
八
年
度
か
ら
三
十
二
年
度
ま

で
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
三
次
計
画
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、「
全
て
の
人
を
大
切
に
し
、
心

豊
か
に
暮
ら
す
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し
て
、「
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推

進
」、「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
」、「
男

女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
の
整
備
」

の
三
つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
施
策
の
方
向
を

十
一
分
野
、
更
に
施
策
の
方
向
ご
と
に
二
十
八

項
目
の
基
本
施
策
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
は
、
二
十
六
年
九
月
に
施
行
さ

れ
た
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、
市
に
お
け
る

女
性
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の

内
容
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
三
月
中
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。
計
画
書
が
欲
し
い
人
は
、

企
画
課
男
女
共
同
参
画
・
少
子
化
対
策
室
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
が
、
家
庭
、
育
児
、
社
会
参
画
、

起
業
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど

の
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
内
容
に
応
じ
て
、

福
祉
事
務
所
な
ど
市
役
所
の
各
担
当
と
連
携
を

取
り
合
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
な

ど
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
県
南
助
産
師
会
の
助
産
師
が

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

夫
婦
や
家
族
で
の
相
談
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
電
話
相
談　

毎
週
火
・
金
曜
日
／
午
後
1
時

　

〜
4
時
／
（
☎
0
8
0
ー
3
3
3
6
ー
0
4

　

6
8
）

○
来
所
相
談　

毎
週
火
・
金
曜
日
／
午
後
1
時

　

〜
4
時
／
は
あ
と
ぴ
あ

※

相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
指
導
内
容
に
よ
っ
て
は
有
料
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

◆
は
あ
と
ぴ
あ
相
談

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日　

毎
週
水
曜
日
／
午
後
2
時
〜
4
時

　
（
祝
日
を
除
く
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
一
階
相
談
室

○
相
談
料　

無
料

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
日
前
日
ま

　

で
、
企
画
課
男
女
共
同
参
画
・
少
子
化
対
策

　

室
へ

よく泣く、体重増加は大丈夫？　
湿疹・オムツかぶれ、
予防接種は？

安産にするには？母乳で育てたい、
おっぱいが痛い・苦しい、
お風呂の入れ方を
教えてほしい

母
と
子
の
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

○問い合わせ　企画課男女共同参画・少子化対策室（☎55－8274）へ

重
ツかぶれ、
？

60分 (午後 2時説明開始､ 午後 3時10
分終了)

50分（午前10時30分説明開始、午前11
時30分終了）

2,000円（中学生以下1,000円）

100点満点中、80点以上

4択式50問（1問2点）

ブロンズ級合格者

80人

制限なし

ゆざわジオパークガイドブックから100％出題

ゆざわジオパークに関する基礎的知識

3月7日（月）まで入金してください
1,000円（中学生以下500円）

ゆざわジオパークに関する専門的知識

シルバー級

3月7日㈪

湯沢文化会館3階会議室

3月21日㈪

ブロンズ級

試 験 日

試験時間

試験会場

受 験 料

申込期限

試験内容

出題方式

合格基準

出題範囲

受験資格

定　　員

合格発表

合格特典

申し込み
方　　法

4択式18問（1問2点）、穴埋め式18問
（1問3点）、記述式（2問5点）

①合格証とオリジナルピンバッジを進呈
②ゆざわジオパーク検定ゴールド級の受
験資格

①合格証とオリジナルピンバッジを進呈
②ジオガイド養成講座の受講資格③ゆざ
わジオパーク検定シルバー級の受験資格

3月29日㈫
ゆざわジオパーク公式ウェブサイトで合格者の受験番号を発表し、合格者には合
格証を送付します

◆湯沢市ジオパーク推進協議会事務局の窓口で申し込む場合
　①市役所本庁舎2階まるごと売る課ジオパーク推進室で、申込用紙に必要事項
　　を記入し、受験料を添えて申し込んでください（平日の午前8時30分から午
　　後5時15分）
　②受験料と引き換えに、領収証とゆざわジオパークガイドブック（ブロンズ級
　　のみ）を渡します
　③後日、受験票を郵送します
◆電話で申し込む場合
　①湯沢市ジオパーク推進協議会事務局に電話で申し込みください
　　▶申し込み電話番号＝☎55－8195
　②受け付けの際に、受付番号をお知らせしますので、忘れずにメモしてください
　③現金書留または銀行振り込みで受験料をお支払いください
　④入金確認後、受験票とゆざわジオパークガイドブック（ブロンズ級のみ）を
　　郵送します
【現金書留送付先】
　〒012－8501　佐竹町１番１号、湯沢市ジオパーク推進室内湯沢市ジオパーク推
　進協議会事務局
【振込先】
　北都銀行湯沢支店普通 6198134　湯沢市ジオパーク推進協議会
※申し込み後の取り消しや受験料の返金はできません。また、受験票が届くまで、
領収証や振込依頼書の控えなどは、大切に保管してください。



▲計画の期間は、平成28年度から32年度までの5年間

長谷川　五郎／著

湯

雄
湯

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

ＤＶＤでかんたん!おもしろ!カードマジック
あと、いくつ？

うめじいのたんじょうび

こしょこしょきなちゃん 10にんのきなちゃん

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

雄
皆

いのちの学校

橋本　五郎

松田　賢弥

安武　はな

倉本美津留

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

3月の特集・イベント3月の特集・イベント3月の特集・イベント

月3

2016.03.01
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柳沢　智子／著

戦後70年にっぽんの記憶

影の権力者 内閣官房長官菅義偉

はなちゃん12歳の台所

ピースフル　―現代版判じ絵本―

湯 雄

稲
と　き：3月19日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

と　き：3月5日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー

　オセロは、老若男女、国籍、場
所を問わず誰でも楽しめるゲーム
です。この本では、常に狙うべき
場所、置いてはいけない場所など
の基本的な戦術や序盤を戦うため
の四大定石、クイズ形式で考える
局面例などを紹介。楽しみながら
強くなるオセロ解説書です。

★おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を募
　集しています。おはなし会の見学も可能です。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

と　き：3月26日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

オセロの勝ち方

沢　しんや

ひろかわさえこ

かがくいひろし

こがようこ

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

一　般　「受賞作品大集合!」一　般　「受賞作品大集合!」

　事件や事故によって、突然奪わ
れた 「いのち」。自動車や自転車の
事故、少年犯罪、お酒の一気飲み
など、15の家族の物語が紹介されています。最愛の家族
を亡くし、ボロボロになる遺族たち。悲しみの中、加害
者ばかりを守る法律に立ち向かっていく姿も語られてい
ます。本書は小学校高学年以上を対象として、やさしく
わかりやすい表現でつづられています。ぜひ、ご家族で
「いのち」 について考えてみてください。

　事件や事故によって、突然奪わ
れた 「いのち」。自動車や自転車の
事故、少年犯罪、お酒の一気飲み
など、15の家族の物語が紹介されています。最愛の家族
を亡くし、ボロボロになる遺族たち。悲しみの中、加害
者ばかりを守る法律に立ち向かっていく姿も語られてい
ます。本書は小学校高学年以上を対象として、やさしく
わかりやすい表現でつづられています。ぜひ、ご家族で
「いのち」 について考えてみてください。

一　般：「新生活準備特集」

児　童：「新しい自分に出会う春」
新しい生活の始まりに役立つ本を特集します。

一　般：「新生活準備特集」

児　童：「新しい自分に出会う春」
新しい生活の始まりに役立つ本を特集します。 児　童　「未来のロングセラー？絵本特集」児　童　「未来のロングセラー？絵本特集」

　子どもの読書は、自ら考え判断し行動できる人間へ成長す
るための重要な活動の一つです。
　市では、子どもが自ら読書に親しみ、読書習慣を身に付け
ていけるよう、子どもの自主的な読書活動を推進するための
「湯沢市子ども読書活動推進計画」を策定しました。今後、
右図のように家庭、地域、学校、幼稚園・保育園、図書館な
どがそれぞれの役割を果たして社会全体で子どもの読書活動
を推進していきます。

○と　き　3月13日㈰午前10時
※開会式終了後、ジャンプ実技指導を行います。
○ところ　愛宕山シャンツェ
○内　容　特設ミニミニジャンプ台（50㎝級・2ｍ級）、特設ミニジャン
プ台（4ｍ級・7ｍ級）、スモールジャンプ台（20ｍ級）、ジャンプ台け
つ（お尻）すべり大会（個人・親子）

○参加料　無料
○対　象　市内在住の未就学児（年長）、小・中学生、一般
○申し込み　当日会場にて午前9時から
○問い合わせ　湯沢スキークラブ餅田（☎73‒1059）へ

　市では、市内小・中学校の体育施設を、前期（4月～9月）と後期（10月
～3月）に分けて夜間開放しています。平成28年度前期の利用希望団体を
募集します。利用する場合は申し込みが必要です。
　なお、希望日が集中した場合は、希望に添えないことがあります。
○開放期間　4月11日㈪～9月30日㈮／午後7時～9時30分
※学校によって利用期間・時間が異なります。詳細は生涯学習課スポー
ツ振興班へ問い合わせください。
○開放校　【中学校】湯沢北、山田、雄勝、皆瀬
　　　　　【小学校】湯沢東、湯沢西、三関、山田、須川、稲庭、三梨、
　　　　　　　　　　川連、駒形、雄勝、皆瀬
○開放施設　体育館、雄勝中学校の武道館・グラウンド
○利用対象　継続的に体育施設を利用するスポーツ・レクリエーション
団体（市内に在住または通勤しているおおよそ10人以上で構成）
○申込方法　市ホームページから申込書をダウンロードするか、生涯学
習課スポーツ振興班または各生涯学習センターに備え付けの申込書に
必要事項を記入の上、下記へ申し込みください

○申込期限　３月10日㈭
○申し込み　生涯学習課スポーツ振興班、湯沢生涯学習センター（☎
73-1132）、稲川生涯学習センター（☎42-5816）、雄勝生涯学習セ
ンター（☎52-2111）、皆瀬生涯学習センター（☎46-2033）へ

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

117

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2016.03.01
18

　総合体育館に備えてあるニュース
ポーツ用具を町内や地域などのイベン
トを盛り上げる道具として、ぜひご活
用ください。
【ニュースポーツ用具】
　キンボール・ミニテニス・ユニホッ
ク・フライングディスク・グラウンド
ゴルフ・ファミリーバドミントン・室
内用ペタンク・わなげ・ラダーゲッ
ター・スラックライン・ディスクゴル
フターゲット・ドッヂビー
○申し込み・問い合わせ
　総合体育館（☎72-6500）へ
※その他、各生涯学習センターや地区
センターにもニュースポーツ用具があ
りますので、ご利用ください。

　チャレンジデーは、毎年5月の最終水曜日に世界中で実施され、年
齢を問わず誰もが参加できる住民参加型のスポーツイベントです。
　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前0時から午後9時までの間
に15分以上継続して何らかの運動やスポーツをした住民の 「参加率
（％）」 を競い合い、その結果によって、金・銀・銅メダルの認定証
が授与されます。現在、チャレンジデーに向けての準備を各地域で
進めています。詳しくは次号のユースポでお知らせします。 
　みんなで湯沢市を全国へアピールしましょう。
○と　き　５月25日㈬
○問い合わせ　チャレンジデー実行委員会事務局（生涯学習課スポー

ツ振興班内）へ

ちびっ子ジャンプ教室とミニミニジャンプ大会兼東海林建杯争奪大会
市民総体参加者募集市民総体参加者募集

小・中学校の体育施設を開放します

湯沢市チャレンジデー2016開催 !

みんなで目指せ
金メダル

みんなで目指せ
金メダル

スポーツの力で日本を元気に！

スポーツの力で日本を元気に！

スポーツの力で日本を元気に！

湯沢市スキー場情報湯沢市スキー場情報
【湯沢スキー場】営業終了
【稲川スキー場】3月17日㈭営業終了
○3月の営業時間が変更
　▶日中営業（午前9時～午後4時）→
土・日曜日のみ営業▶ナイター営業
（午後5時30分～9時）→火～土曜日
営業（従来通り）

【小安温泉スキー場】3月6日㈰営業終了

【湯沢スキー場】営業終了
【稲川スキー場】3月17日㈭営業終了
○3月の営業時間が変更
　▶日中営業（午前9時～午後4時）→
土・日曜日のみ営業▶ナイター営業
（午後5時30分～9時）→火～土曜日
営業（従来通り）

【小安温泉スキー場】3月6日㈰営業終了

ニュースポーツ用具貸し出しますニュースポーツ用具貸し出します



秋の豊作を願って
駒形小学校雪中田植え

2016.03.01
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2/18～2/20
小安峡しがっこまつり

　第34回雄勝の雪まつりが小町の郷公園で開催されま
した。会場には色とりどりの30体のカラー雪像が並び
ました。また、ジャミセリオンやネイガーショーなど
のイベントも行われ、訪れた家族連れを楽しませてい
ました。
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2/13

　秋の宮温泉郷の冬を彩る「第18回かだる雪まつり」
が、旧秋ノ宮スキー場を主会場に行われました。ゲレ
ンデを埋めた約3,000個のミニかまくらに明かりが灯
されると、会場は日暮れとともに雪世界の幻想的風景
となりました。
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▲豊作を願い雪の田んぼに稲わらの束を植えました

▲慣れない作業に苦戦しながらも一生懸命作っていました

収穫の喜びを実感
須川小学校「ヒロッコ」収穫

　2月2日、須川小学校でヒロッコの収穫作業が行われまし
た。ヒロッコはアサツキの一種で、相川地区周辺の特産品で
す。9月に3・4年生が種をまいたものを4～6年生が畑に
降り積もった雪を掘り起こし、泥だらけになりながらも一生
懸命ヒロッコを収穫。1～3年生は水洗いされたヒロッコの
根をはさみで丁寧に切り取りました。今年は、約14キロのヒ
ロッコを収穫し、袋詰めしました。

▲寒さに負けず土堀りや水洗い作業を頑張っていました

　今年は、市役所本庁舎前の駐車場と中央公園広場を
主会場に開催されました。恒例の愛犬祈願祭のほか、
初の試みとなる市役所壁面に立体映像を投影するプロ
ジェクションマッピングの演出も行われ、県内外から
訪れた多くの観光客でにぎわいました。

犬っこづくりに挑戦
湯沢西小学校「犬っこまつりしん粉細工づくり」

　2月3日、湯沢西小学校3年生73人が、犬っこづくり職人
である佐藤艶子さんの指導の下、しん粉細工の犬っこづくり
に取り組みました。
　高橋芽吹さんは「顔を作るのが一番難しかったけど、練習
よりも上手にできました」と笑顔で話していました。完成し
た犬っこは湯沢東小、須川小学校の児童が作ったものと合わ
せて、犬っこまつりに訪れた観光客に配られました。

70㎏のアキオ（そり）をえい行
陸上自衛隊第21普通科連隊第3中隊冬季訓練

　陸上自衛隊秋田駐屯地第21普通科連隊第3中隊の隊員30人
が、2月9日から14日まで豪雪地帯である湯沢市で冬季訓練
を行いました。冬季の山岳遭難者の救助にはスキー技術が必
要であり、また冬期間の野外行動能力を高めるため、湯沢ス
キー場や稲川スキー場で滑降や滑走などのスキー訓練を実施。
機動訓練として70㎏のアキオを3人一組で、スキーを履いて
山の斜面などを走ってえい行するタイムレースも行われ、隊
員たちは真っ白な雪原で必死に訓練に取り組んでいました。

一緒に雪で遊ぼう
スノーフェスタ2016

▲70㎏のアキオを必死にえい行する隊員たち

▲片足を振り上げて長靴を遠くに飛ばしていました

願いを込めて「よいしょ!」
三関大綱引き大会

　2月7日、第101回の大会が三関小学校グラウンドで開
催されました。北軍と南軍に分かれて重さ約2トンの大綱
を引き、北軍が勝てば米価が上がり、南軍が勝てば豊作と
いわれています。今年は南軍が勝利しました。

▲激しい攻防が繰り広げられました

　2月9日、駒形小学校で年中行事の雪中田植えが行われま
した。これは、地域に昔から伝わる行事を子どもたちに伝え
継承してほしいとの思いから、同地区に住む髙橋義輝さんら
が講師となり行われているもので、今回で13回目。グラウン
ドを田んぼに見立て、昔ながらの衣装を身にまとった6年生
19人を含む全校児童87人が稲わらとマメ殻の束を雪の中に5
束ずつ植え、秋の豊作を願いました。

たかはしよしてる

さ とうつや こ

たかはし め ぶき

　2月6日、今年で13回目となる「スノーフェスタ2016」
が小安温泉スキー場で行われ、延べ140人の親子が参加し
ました。スキーアスレチックや長靴とばしレースなどのほ
か、最後にうどんが振る舞われ、一日中楽しんでいました。

　しがっこまつりが小安峡河
原湯橋周辺を会場に開催され
ました。雨が降るあいにくの
天気でしたが、雪を利用して
作ったアイスバーでオリジナ
ルのカクテルや料理が提供さ
れたほか、歌手のイカルス渡
辺さんのライブショーが行わ
れました。ライトアップされ
たまつり会場の空に、音楽と
ともに冬花火が打ち上げられ
ると、訪れた人から歓声が上
がりました。

わたな

べ



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

1.29
1.29
2. 1
2. 2
2. 4
2. 7
2. 8
2. 8
2.11
2.11
2.11
2.12
2.12
2.13
2.13
2.14
2.14
2.15

91
90
89
89
90
77
106
93
78
79
84
83
87
74
91
95
94
85

いさみが岡
石 塚 上 区
川　　　口
中　の　沢
下 二 井 田
清水町第６
す　み　れ
外前森第１
沼　ノ　沢
内前森第３
上　　　地
上 ノ 宿 上
掵　　　上
大工町第１
前　　　囲
愛宕町第２
森　　　上
宇 留 院 内

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　旭　町
三　ツ　村
新　　　地
十　日　町
下　旭　町
新　馬　場
野　　　中
東　　　山

85
50
67
47
97
62
48
81

1.31
2. 2
2. 4
2. 7
2. 9
2.11
2.11
2.12

順　平
文　広
勇　二
繁　雄
竹三郎
礼　子
トウ子
孝　子

小 原　容 子さん
髙 𣘺　広 之さん
長 倉 セツ子さん
小野垣 圭 一さん
加 藤　イ ヱさん
根 本　吉 和さん　
　　　 正 樹さん
中 山　義 明さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

若　　　畑
上　生　内

62
92

2. 6
2.12

美佐子
行　雄

佐 藤　榮 一さん
髙 橋　ウ タさん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

にいな

ひなの　

しんたろう　

はるま

な　お

かおり

だいち

佐々木 仁 菜ちゃん
阿 部 陽菜乃ちゃん
大 山 慎太郎くん
藤 山　玄 雅くん
鶴 川　名 雄くん
宮 原　花 織ちゃん
柴 田　大 地くん

12.28
 1.25
 1.26
 1.31
 2. 2
 2. 6
 2. 9

愛宕町第３

清水町第８

松並寺通り

森　　　上

若　葉　町

中屋敷（山田）

外　堀　上

将也さん・絵里香さん
誠さん・恵さん
道郎さん・梓さん
雄太さん・繭子さん
雄貴さん・千昌さん
一保さん・祐子さん
泰範さん・元美さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

まひろ

かすみ
高 橋　真 優ちゃん
松 田　香 咲ちゃん

 1.27
 2. 8

愛　宕　町

上　旭　町
佳彦さん・めぐみさん
太一さん・由里子さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

りょうご

栗 林　良 伍くん  2. 1 麓　　　２勝さん・雅子さん

2016.03.01
22

原 田 米四郎さん
杉　　 サ ダさん
佐 藤 カメヨさん
髙 橋　恒 雄さん
瀨 川 禮次郎さん
松 井　雄 三さん
中 島　冨 江さん
能 登 久四郎さん
髙 橋 クニ子さん
佐々木 文 男さん
姉 崎 盛一郎さん
　　　 ト ミさん
沼 倉　チ ヨさん
加 藤　榮 子さん
佐 藤　惠 子さん
大 友 周次郎さん
渡 部　勝 美さん
田 嶋　ユ キさん 2月15日届け出分まで

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

飯　　　田
両　　　替
大　　　倉
新　　　町
久　保　１

堀
久　保　７

66
86
93
85
81
68
87

1.30
2. 4
2. 5
2. 5
2. 6
2.10
2.14

大 友 キヨ子さん
阿 部 チヨノさん
山 下 キクエさん
佐 藤 喜美子さん
須 田　孝 志さん
後 藤 ユミ子さん
髙 橋　新 七さん

勝　男
豊　治
きよえ
憲　美
要
昭　一
吉　博

本　人
正
隆　一
久　志
満　郎
尚　子
本　人
公　平
信　雄
キ　ク
与志弘
良　市
清
本　人
進
諠
茂　美
敬之助

2月15日届け出分まで

1

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

2016.03.01
23

　

　

　

　

　

　

月月3 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成27年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所本庁舎  相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

3月16日㈬

3月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

16日㈬

13日㈰ よ ね や 千 石 大 橋 店
（ふれあい献血キャンペーン）

雄 勝 地 域 振 興 局
佐 藤 病 院

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

１０：００～１１：４０
１３：００～１６：００
１４：００～１４：４５
１５：３０～１６：００

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

●市民総体ミニミニジャンプ大会兼東海林建杯争奪大会
　〔愛宕山シャンツェ〕
●市民総体6人制バレーボール大会〔総合体育館〕

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）     

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・親子運動遊び
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般） 

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分

●市民総体ソフトバレーボール大会〔総合体育館〕     

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●県南8人制バレーボール大会〔総合体育館〕     

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）     

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●稲川スキー場営業終了日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●一般開放〔体育センター〕午前9時～午後6時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●郡市新人ミニバスケットボール大会（～20日）〔総合体育館〕

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／お別れ音楽会
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　小番歯科医院（湯沢／☎732647／
　午前９時～正午）

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
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本
と
の
出
会
い
が
自
分
を
成
長
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
勝
高
等
学
校
一
年
　
由
利
　
美
里
さ
ん

　
ゆ      

り

　
み    

さ
と

　第61回青少年読書感想文全国コンクールの表
彰式で『ペンギンが教えてくれた物理のはなし』
の著者である渡辺佑基さん（写真右）と記念撮
影している由利さん（写真中央）と渡邉先生
（写真左）

わたなべ ゆう  き

　
二
月
五
日
、
第
六
十
一
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
併
せ
て
約
四
百
六
十
万
部
の
応

募
の
中
か
ら
、
由
利
美
里
さ
ん
（
雄
勝
高
等
学
校
一

年
）
が
見
事
、
高
等
学
校
の
部
（
課
題
読
書
）
で
全

国
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の

受
賞
は
雄
勝
高
等
学
校
創
立
以
来
、
初
の
快
挙
に
な

り
ま
す
。
由
利
さ
ん
は
「
受
賞
を
聞
い
て
信
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
す
ご
い
賞
な
の
で
、
驚
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も

や
若
者
が
本
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
り
、
読
書
の
楽

し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
さ
せ
、
読
書
の
習
慣
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
由
利
さ
ん
の
自
宅
で
は
、
祖
父
が
動
物
好
き
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ク
ジ
ャ
ク
や
ウ
サ

ギ
、
犬
、
猫
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
動
物
を
飼
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
学
校
の
図
書
館
で
見
つ
け
た

動
物
た
ち
の
生
態
に
関
係
す
る
本
『
ペ
ン
ギ
ン
が
教

え
て
く
れ
た
物
理
の
は
な
し
』
に
は
自
然
と
手
が
伸

び
た
と
言
い
ま
す
。

　
本
は
中
学
校
か
ら
本
格
的
に
読
み
始
め
、
自
宅
に

は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
本
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
本
を
読
ん
で
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い

し
楽
し
い
。
ま
た
、
読
書
は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
読
書
感
想
文
は
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
生
徒
が

書
き
、
学
校
代
表
に
選
ば
れ
た
人
が
コ
ン
ク
ー
ル
へ

応
募
で
き
ま
す
。
悩
み
な
が
ら
コ
ン
ク
ー
ル
へ
応
募

す
る
読
書
感
想
文
を
書
い
て
い
る
と
、
祖
母
が
「
自

分
の
経
験
談
や
自
分
が
思
っ
た
こ
と
を
文
章
に
し
た

方
が
い
い
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
国
語
の
渡

邉
潤
子
先
生
が
的
確
な
指
導
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
渡
邉
先
生
は
「
雄
勝
高
等
学
校
で
は
朝
読
書
の
時

間
を
設
け
て
い
ま
す
。
読
書
を
す
る
こ
と
で
、
語
彙

が
増
え
、
深
く
物
事
を
考
え
る
力
が
身
に
付
く
と
と

も
に
、
文
章
力
も
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
先
々
を
見

通
す
力
と
他
を
思
い
や
る
優
し
さ
と
豊
か
な
心
を
育

み
ま
す
。
こ
う
し
た
効
果
を
狙
っ
た
学
校
の
方
針
と
、

秋
田
県
が
長
い
間
推
進
し
て
き
た
読
書
指
導
と
生
徒

の
才
能
が
相
ま
っ
て
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
う
れ
し
さ
で

い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
し
た
。

　
由
利
さ
ん
は
「
こ
の
本
は
動
物
の
生
態
つ
い
て
面

白
く
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
お
り
、
動
物
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
読
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
。
ま
た
、将
来
に
つ
い
て
の
内
容
も

あ
り
、
こ
れ
か
ら
私
も
将
来
に
向
け
て
真
剣
に
考
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

わ
た
な

じ
ゅ
ん
こ

　
　
べ
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